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これこれの事象が観察されたあと一定の期間T内に，ある空間領域Rで，あるM以
上の地震がおこる確率QONはいくらであるか? 「経験則による大地震発生の確率予測」
とは，過去に「これこれの事象」がおきた事例を集めて，何例中何回で地震が実際に

おきたかという実績(適中率)を調べておき，次にその事象が観察されれば，Mいくつ
の地震がRTで発生する確率がQON (実際には，母比率の区間推定)になったと発表
する作業である．アラーム型の予測も，予測確率値がQONとQOFFの二種しかないだけ

で実質的には確率予測である．また，統計モデルといわれるものは「これこれの事象」

の有無ではなく，その程度を連続値として把握して，出力Qに0と1の間のあらゆる値を
許すだけで，これも，純粋な経験則である．

もちろん，「これこれの事象」なしに地震が起きることはあり，地域xの長期平均の大
地震発生レート(λ0(x), 発/単位時空)にRTを乗じて得られるベース確率Q0(x)よりQON

が大きくなければ，その事象の観察は，確率予測の濃淡を増す効果がない． M>6を
対象に確率ゲインG = QON/Q0 (正確にはλON/λ0)が有意に>1であることが示されてい
る経験的な先行事象から期待されるR, T, QON, Gを計算してみた(下表)．  
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